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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
鳥が丘地区の報告をさせていただきます。しらかば幼稚園と鳥が丘小学校です。来年度入学予定の1年生は、２月１４日現在で７０名、卒園予定の幼稚園・保育園は、２９園と療育センターです。そのうちしらかば幼稚園卒園予定児が１４名と一番多いです。毎年交流活動は、この時期に続けてはいたものの、年長園児が１度、園バスで学校に来て、学校探検をする程度のものでした。でも今年度はこの幼保小地区事業の対象地区にしていただき、３年間の１年目でもあるので、先ず教員同士が知り合い交流を深めよう、そこから情報共有をして子どもたちのアセスメント、それぞれのニーズに応えるためにはと十分な話し合いをもって１年間の交流計画を立てることとしました。本校鳥が丘小学校の１年担任は１名が昨年度も１年担任であったこと、１名が自分の子ども二人が今、年長児であること、１名がもと幼稚園教諭であったこと、本校の保護者がしらかば幼稚園の先生をしていることなどから、様々な立場での園との交流ができるというメリットがあります。４月の活動企画推進会議では、１年担任と年長クラス担任と園長、校長の８人で、交流活動の機会を多くし、繰り返し関わることで、子どもたちが知り合い、安心して、自分たちの想いを伝え合い、一緒に活動することで学び合えるような計画を立てようということになりました。
①話していくうちに、１年生も年長さんも毎年一人一鉢で朝顔を育てていることがわかり、それを使った遊びや学習について、どうすれば一緒にできるかの手立てやめあてについても考えました。しらかば幼稚園は夏休みの間に花が咲くので、観察をしたり押し花にしたりするとのことでしたが、鳥小では、観察日記や花を冷凍保存しておき、花の汁を搾って染め出し遊びをする、ツルでクリスマスリースを作るなどの情報交換をして、夏の終わりにハンカチに染め出しで模様を作る活動を行いました。事前に経験している1年生は、優しく５５名の年長さんに教えてあげることができました。一人一人におそろいのオリジナルハンカチができました。
②次に1年生との交流だけでなく、来年度1年生と6年生とのペア学年となる現在5年生との交流もスタートしました。５年生は運動会で披露した鳥小ソーラン節を長ばんてんとはちまき姿でかっこよく校庭で演技をみせると、お礼にと年長さんがかわいいお遊戯ダンスをみせてくれました。その後は一緒に春の入学式に花が咲いて迎えてくれるように、チューリップの球根を植えました。知り合いになるための共同作業です。その後は年長さんの大好きな遊び、「だるまさんが転んだ」を５年生１０７人と年長さん５２人みんなで校庭で楽しみました。
③また、最後の交流日の1月31日には、1年生が「学校ってこんなに楽しいよ。」発表会で、入学してから自分の成長が感じられる得意なこと発表して、年長さんに見てもらいました。ました。その後5年1組さんが総合の学習で、おもちゃ遊び屋さんを体育館で開催し、年長さんを招待しました。園児でもわかりやすいルールで楽しく仲良く遊び、「学校って楽しいな、早く1年生になりたいな」と思えるような　輪投げ、ボーリング、宝探し、モグラたたきなどの楽しいゲームのお店を開店しました。５年生も最高学年の６年生になる自覚をもて、新一年生と仲良くなる機会となりました。
　
★連携地区事業1年目の今年度は、まず先生たちが、子どもたちが知り合うこと顔見知りになって安心して入学できる、迎えられることを大切に考えて活動計画を組みました。先生同士で何度も話し合いを重ね、1年生と年長児にどんなことも身につけさせたいか、育てたい資質能力は何かについて、実態を見ながら考えて交流計画を立て、それが予想以上に楽しい充実した子どもたちの成長が感じられる交流になりました。お互いに相手意識をもち、自分だけでなく一緒に楽しみたいという思いで準備し当日を迎えられたことが何よりと感じました。小さな事かもしれませんが、園児たちの中に学校のトイレは園のトイレに比べて大きくて暗くて怖い？などのイメージをもっていた子もかなりいたようですが、繰り返し交流することで場にもなれ、安心して一人でトイレに行けるようにもなりました。
次年度への課題としては、小学校の教師も幼稚園に出向き、保育参観もさせてもらいながら、身についている力や現在の実態や興味関心について把握し、よりスムーズなスタートカリキュラムや交流が進められるようにしていきたい。今年度は1年生と年長児から5年生との交流に広げることができたが、来年度は年中さんや4年生との交流など、拡大してさらに将来へ発展できるようにしたいと考えています。
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